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【事業内容】
　精神科医、看護師または保健師、精神保健福祉士、作業療法士等、医療・保健・福祉の各分野の専門職から構成されるアウトリーチ支援チームによる対象者及び
家族への訪問・相談対応、電話による24時間対応。
【実施方法】
　訪問支援を開始するにあたっては、３ヶ月から半年程度の支援計画を作成し訪問支援を実施する。また、支援の効果のモニタリングを行い、包括的なケアプランの見
直しを行い、必要な支援を継続していく。
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平成28年度のみ、当初予算
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部課コード 081101 ℡

法定受託＋附加

事業コード
精神障害者アウトリーチ支援事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

081101

①事務事業名

終了年度 年度

健康管理課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ こころの健康支援室

■ □ □

年度

70

→

事業の種別

障害者福祉節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針

　重篤な精神障害者が住み慣れた地域で生活を維持・継続をするためには、医療や生活面での支援が必要となるが従来の体制では十分な支援
を行うことが困難であった。医療・保健・福祉の各分野の多職種からなるチームで包括的に関わることで、より効率的で重層的な支援が可能とな
るため、本事業を実施するものである。

総合計画の体系 章 健康・福祉 生活支援の充実
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医療の問題、就労問題、地域生活上での問題などで日々の生活に困難が生じている重度の精神障害者の問題解決や病状回復を目的とする。
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継続

アウトリーチチームとの連絡調整会議を実施し、本事業や個別支援が円滑に実施できる
ようバックアップしている。
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健康管理課長　瀬能　幸則

終了

次年度予算

評価日 H28.8.19 評価者職氏名

理由
事業を開始して半年が経過し、アウトリーチチームの訪問支援が軌道に乗り始
めているところであるため、今後の課題等を抽出していく必要がある。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由
精神科未受診者、医療中断者への訪問支援が困難であることから各機関との
連携を重視しながら対応を進めていく。

拡大 縮小

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

年度内に想定対象者人数である70人を目指す。また、訪問支援の課題の抽
出等を行ない、適切に事業継続ができるようにしていく。

全国的にも例を見ない新規事業であるため、アウトリーチチームとの連絡調整を行な
い、課題の共有をしながら事業が適切に実施継続できるようにバックアップをした。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

対象者が重篤な精神障害者であり専門性の高い訪問支援を行なうため、計
画的に対象者を増やす必要があったため。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


